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関する特別措置法」（大深廣法）。外

環道は同法にもとづく認可を2014

年に受けましたoリニア中央新幹

線も提可に向けて罰鰹中です。

大深農法は認可の条件として、
「安全の確保」「環境の保全」など

を掲はた基本方針を守るよう義務

付けて“います㍉守らない場合「愚

も重い処分は認可取り溝し互選交

替都市局遜市政策謀）です。
酸欠空気や地下水のl貴史は、基

本方酸ではないの好一。諸輿
請の取材に国交省は　●皇女方針に

反するかどうかについて灘、圃笹

が稀恵できでいない－〔邁繋崗高遠

道路課＼としています－

シールドマシンの掘削と気泡、地下水噴出

戟′シー一馬雑誌。

東京外遅達訴訟弁撫団

弁護士武内要一㌔

致
死
レ
ベ
ル
の
酸
欠
空
気
が
地
表
に
噴
出
し
て
い
た

！
。
東
京
外
か
く
原
状
道
路
（
外
確
遭
）
の
本
線
ト
ン
ネ

ル
工
事
で
、
住
民
の
健
康
に
か
か
わ
る
重
大
事
鯉
が
発
生

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
は
3
カ
月
以
上
、
隠
し
て
い

ま
し
た
。
地
下
約
㍍
以
深
（
大
深
度
地
下
）
を
据
削
す
る

同
工
事
に
つ
い
て
国
樗
「
地
権
書
の
財
産
権
を
健
冨
し
な

い
」
と
説
隔
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
事
蛙
で
同
工
事
の

大
前
提
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
取
材
班

外
精
通
（
練
闇
－
世
田
谷

問
1
6
㌔
）
は
、
住
宅
地
の
真

下
に
巨
大
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る

も
の
。
本
腺
ト
ン
ネ
ル
工
喜

ば
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
を
幹
事
社

と
す
る
四
つ
の
共
同
企
業
駄

（
I
V
）
が
受
注
し
ま
し

た。
こ
の
う
ち
塵
畠
J
V
と
大

林
組
J
V
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ

ン
（
態
削
嬰
2
台
が
昨
年

2
月
、
東
京
都
笹
田
谷
区
の

東
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
立
抗

を
出
発
。
今
夏
に
も
工
謡
ヤ

ー
ド
の
外
に
接
げ
、
住
宅
街

の
日
下
を
掘
り
進
む
予
定
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
ヤ
ー
ド
肉

を
半
分
は
ど
進
ん
だ
と
こ
ろ

で
重
大
ト
ラ
ブ
ル
（
図
）
が

相
次
ぎ
発
生
。
6
月
2
9
日
か

ら
2
カ
月
間
、
マ
シ
ン
が
停

止
し
ま
し
た
。

～
5
月
1
4
日
、
工
事
ヤ
ー

ド
隣
を
流
れ
る
援
用
沿
い

遊
歩
道
の
観
測
井
戸
か
ら

地
下
水
が
あ
ふ
れ
出
す
。

－
整
1
5
日
、
野
川
の
水
面

に
気
泡
が
発
生
し
、
1
カ

月
以
上
続
く
。

～
6
月
躯
日
、
工
事
ヤ
ー

り
ま
す
。
近
隣
佐
貫
が
気
運

に
気
付
い
た
の
濠
6
月
中
旬

で
し
た
。
国
交
省
は
8
月
ま
で
3
カ

月
以
上
、
気
泡
の
酸
素
澄
葉

を
麗
し
ま
し
た
。
迂
藤
さ
ん

は
「
野
川
の
気
泡
は
多
い
と

き
で
6
カ
所
か
ら
同
時
に
出

て
い
た
。
当
然
、
野
中
以
外

に
も
出
た
は
ず
だ
。
あ
ち
こ

ち
で
事
故
が
起
き
う
る
状
演

だ
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

「
外
損
ネ
ッ
ト
」
世
話
人

の
大
塚
農
高
さ
ん
（
祷
）
も

「
自
分
で
徴
泡
を
集
め
て
或

分
を
調
べ
よ
う
と
考
え
て
い

た
。
や
っ
て
い
れ
ば
用
の
中

で
倒
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
」
と
怒
り
ま
す
。

酸
素
適
度
は
世
田
谷
区
も

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本

共
産
党
の
江
口
じ
ゅ
ん
子
区

議
は
「
区
長
や
区
職
員
も
現

地
を
視
察
し
、
気
泡
の
問
題

を
注
視
し
て
き
た
。
安
全
を

軽
蔑
す
る
憂
交
合
の
姿
勢

は
、
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
」
と

批
判
し
ま
す
。

「
工
法
」
が
原
因

酸
欠
空
気
の
原
因
は
、
シ

…
ル
ド
マ
シ
ン
の
掘
削
面
に

注
入
す
る
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
ク

リ
ー
ム
の
よ
う
な
抱
で
す
。

本
線
ト
ン
ネ
ル
二
事
で
な
、

こ
の
泡
の
効
果
で
抱
鞠
を
容

易
に
す
る
一
気
泡
シ
ー
ル
ド

工
法
」
を
採
語
し
て
い
ま
す
。

そ
の
語
果
、
泡
の
空
気
が
「
土

中
の
空
気
の
通
り
遇
に
築
ま

り
河
床
か
ら
漏
出
」
（
東
京
外

現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
資

料
）
し
た
の
で
す
。

環
境
地
盤
研
究
所
の
徳
竹

真
人
・
地
盤
解
析
窒
室
長
は

「
酸
素
涯
廣
1
・
5
％
は
自

然
で
は
あ
り
得
な
い
。
空
気

串
の
酸
素
が
＋
霞
と
化
学
反

鴫
を
起
こ
し
て
酸
素
が
薄
く

な
っ
た
の
だ
う
つ
を
遼
寧

亮
寮
通
の
コ
ー
ス
に
は
、

酸
素
と
反
応
す
る
鋲
な
ど
を

含
む
〝
還
元
性
〟
の
地
層
が

多
い
。
同
じ
こ
と
か
今
後
も

起
き
る
可
能
性
は
高
い
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
善
本
徹
衆

院
議
員
、
善
良
よ
し
子
、
山

添
描
画
参
院
議
員
ら
は
8
月

2
8
日
、
本
紀
ト
ン
ネ
ル
工
事

現
場
を
窺
察
。
畠
本
庄
は

霞
欠
害
虫
が
地
下
茎
な
ど

に
た
ま
れ
ば
、
碧
故
が
遠
き

う
る
」
と
気
泡
シ
ー
ル
ド
工

法
の
危
険
性
を
指
摘
し
ま
し

た
。
東
日
本
高
速
道
路
の
過

当
者
は
「
空
気
の
清
田
を
抑

え
る
方
法
を
欝
す
る
」
と

の
べ
ま
し
た
が
…
。

8
月
純
白
、
気
運
シ
ー
ル

ド
工
法
の
ま
ま
で
掘
削
工
事

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
工
法

の
見
直
し
速
「
気
泡
の
種
類

と
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
掘
削

面
に
か
け
る
圧
力
を
変
え

る
」
（
国
交
省
の
説
明
）
だ

け
。
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
関
係
者

は
「
圧
力
を
頚
整
し
て
も
地

表
へ
の
影
響
を
完
全
に
防
｛
＼

こ
と
は
で
き
な
い
。
撰
園
を

明
ら
か
に
せ
ず
、
対
症
療
法

で
す
ま
せ
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
ま
す
。

諌
潔
麗
藩
鱗
擬
躍
藁
藍
龍
韻
蟻

大
深
塵
法
は
憲
法
飽
条

の
規
定
す
る
財
産
権
を
侵

害
す
る
も
の
で
窯
勅
だ
と

私
た
ち
は
栃
え
て
い
ま

す。
裁
判
で
国
鯛
患
、
一
地

表
蔀
は
影
響
を
及
ぼ
し
て

損
失
を
負
わ
せ
る
こ
と
は

な
い
」
「
地
下
4
0
㍍
以
潔

は
通
轄
使
わ
れ
て
い
な

い
」
の
2
点
を
立
法
の
前

提
と
し
て
鍍
明
し
、
財
産

権
を
擾
著
し
な
い
と
主
張

し
て
き
ま
し
た
一
－

地
下
水
や
酸
欠
空
気
の

噴
出
は
ま
さ
に
地
表
蔀
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
、

国
の
い
う
扇
壁
は
完

全
に
劇
壊
し
ま
し
た
。
訴

訟
で
も
こ
の
間
配
を
追
放

し
て
い
き
ま
す
r
一


